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今月の会員数／1035人（医科735人・歯科300人） 

主な記事 
  2面　「人体の不思議展」に抗議 

  3面　共済制度のご案内 

  4面　ザ・公衆衛生⑤ 

  5面　訪問診療のエピソード・31  

  6面　数独 
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矛
盾
点
多
く
、診
療
所
に
厳
し
い
改
定 

新
点
数
運
用
説
明
会
を
開
催 

新
点
数
運
用
説
明
会
を
開
催 

現
場
の
声
を
集
め
、改
善
運
動
に
全
力
を 

四
月
二
十
五
日
（
日
）
に
、

二
〇
一
〇
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
か
か
わ
る
運
用
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
は
ホ
テ

ル
金
沢
、
午
後
は
七
尾
サ
ン
ラ

イ
フ
プ
ラ
ザ
の
二
カ
所
で
、
そ

れ
ぞ
れ
四
百
二
十
六
人
、
九
十

四
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
西
田
会
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
保
団
連

の
編
集
し
た
『
新
点
数
運
用
Ｑ

＆
Ａ
』
に
沿
っ
て
、
三
月
に
開

催
さ
れ
た
新
点
数
検
討
会
と
同

じ
く
六
人
の
保
険
医
協
会
講
師

団
に
よ
る
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。今

次
改
定
で
新
設
さ
れ
た
地

域
医
療
貢
献
加
算
は
、
算
定
要

件
の
細
か
な
点
で
ま
だ
不
明
確

な
点
も
多
く
、
ま
た
同
じ
く
新

設
の
明
細
書
発
行
体
制
等
加
算

に
関
し
て
も
、
明
細
書
発
行
の

義
務
化
と
点
数
算
定
の
関
係
が

分
か
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、

い
ず
れ
も
す
で
に
届
け
出
済
み

の
医
療
機
関
も
多
い
た
め
か
、

か
な
り
周
知
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

さ
ら
に
今
回
の
改
定
で
は
、

入
院
患
者
の
他
医
療
機
関
受
診

に
新
た
な
算
定
制
限
が
加
わ

り
、
一
般
病
棟
の
入
院
患
者
で

も
入
院
基
本
点
数
が
減
額
さ
れ

る
取
り
扱
い
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
外
来
診
療
側
で
は
、
処

方
料
が
算
定
で
き
な
い
な
ど
、

実
情
を
無
視
し
た
内
容
も
あ

り
、
釈
然
と
し
な
い
表
情
で
説

明
に
聞
き
入
る
姿
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
説
明
会
は
、
レ
セ

プ
ト
の
記
載
要
領
の
変
更
点
も

具
体
的
に
説
明
す
る
と
い
う
、

ほ
か
に
例
を
見
な
い
説
明
会

で
、
療
養
病
棟
入
院
患
者
の
医

療
区
分
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
に
か
か

わ
る
評
価
を
事
細
か
に
摘
要
欄

に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
説
明
に
は
、
か
な
り
当

惑
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え

ま
し
た
。

プ
ラ
ス
改
定
と
は
言
い
な
が

ら
、
診
療
所
に
は
と
て
も
厳
し

い
改
定
で
あ
り
、
ま
た
、
矛
盾

点
も
多
々
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
現
場

の
声
を
拾
い
上
げ
て
、
診
療
報

酬
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い

く
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

（
理
事　

三
宅　

靖
）

™™™™日ごろの疑問の解決のために™™™™

　　　 なんでも学術！ 
なんでも回答？よろず勉強会 
　　　 なんでも学術！ 
なんでも回答？よろず勉強会 
　　　 なんでも学術！ 
なんでも回答？よろず勉強会 
第１２回 

★メインテーマ 

★とき 

日常診療における 
皮膚科疾患の見方 
～皮膚科診療における知って 
　おきたい基礎知識～ 

主催 石川県保険医協会 
電話：076（222）5373 
FAX：076（231）5156

２０１０年7月29日（木）午後７時半～午後９時 
 ★ところ 

金沢都ホテル 5階「蓬莱の間」 
（JR金沢駅東口正面） 
★対象 
保険医協会会員 
（参加は無料、定員は先着30人とさせていただきます） 
★申込み 
7月22日まで 

★講師 
松井皮膚科クリニック院長　松井  裕先生 

ゆたか ま つ　い 

【講師陣】左から三宅靖理事、工藤浩司事務局長、小川滋彦理事、橋爪真奈美事務局員、大川義弘理事、斉藤典才理事

金沢会場（ホテル金沢）には、 426人が参加

七尾会場（七尾サンライフプラザ）には、 94人が参加

本
紙
連
載
中
の

「
ザ
・
公
衆
衛
生
」

で
、
戦
後
の
日
本
が

疾
病
と
貧
困
の
悪
循

環
を
断
ち
切
り
長
寿

世
界
一
を
達
成
で
き

た
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
厚

生
白
書
が
指
摘
し
た
「
低
所
得

の
原
因
で
あ
っ
た
不
完
全
就
業

対
策
と
社
会
保
障
の
充
実
」
で

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
現

在
で
は
、
従
来
の
貧
困
に
新
し

い
貧
困
＝
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が

加
わ
り
、
疾
病
と
貧
困
の
悪
循

環
は
再
び
深
刻
化
し
て
い
る
。

職
を
得
て
も
、
ま
と
も
に
生
活

や
病
気
の
治
療
が
で
き
な
い

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
し

た
元
凶
で
あ
る
、
労
働
者
派
遣

法
を
改
正
す
る
議
論
が
始
ま
っ

て
い
る
▼
四
月
十
四
日
、
日
本

弁
護
士
連
合
会
の
宇
都
宮
健
児

会
長
が
、
民
主
党
の
労
働
者
派

遣
法
改
正
案
で
は
抜
け
道
が
多

く
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
は
改
善

し
な
い
と
し
て
、
労
働
者
派
遣

法
を
抜
本
改
正
し
、
派
遣
労
働

者
の
み
な
ら
ず
、
労
働
者
全
体

の
雇
用
改
善
を
求
め
る
会
長
声

明
を
発
表
し
た
。
宇
都
宮
氏
は

一
九
七
〇
年
代
か
ら
サ
ラ
金
被

害
者
の
救
済
に
取
り
組
み
、
反

貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
や
派

遣
村
名
誉
村
長
を
務
め
る
貧
困

対
策
の
真
の
プ
ロ
で
あ
る
。
今

年
の
日
弁
連
会
長
選
挙
で
、
史

上
初
の
決
戦
投
票
を
制
し
た
▼

医
療
関
係
者
の
雇
用
対
策
に
対

す
る
関
心
は
、
社
会
保
障
に
対

す
る
関
心
ほ
ど
高
く
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
労
働
者
派
遣
法

改
正
は
、
日
本
社
会
の
貧
困
と

疾
病
を
左
右
す
る
大
き
な
焦
点

で
あ
り
、
法
曹
界
の
動
き
に
呼

応
し
て
、
健
康
の
ま
も
り
手
で

あ
る
医
療
界
か
ら
も
抜
本
改
正

を
求
め
た
い
。

矛
盾
点
多
く
、診
療
所
に
厳
し
い
改
定 

新
点
数
運
用
説
明
会
を
開
催 

新
点
数
運
用
説
明
会
を
開
催 

現
場
の
声
を
集
め
、改
善
運
動
に
全
力
を 
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今
次
歯
科
診
療
報
酬

は
二
・
〇
九
％
の
プ
ラ

ス
改
定
と
な
り
、
基
本

診
療
料
の
引
き
上
げ
や

歯
周
基
本
治
療
、
麻

酔
、
有
床
義
歯
な
ど
基

礎
的
技
術
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
歯

科
技
工
士
の
評
価
が
新
設
さ
れ
た
。

長
年
に
わ
た
る
、
わ
れ
わ
れ
の
地
道

な
改
善
運
動
が
反
映
さ
れ
た
と
評
価

で
き
よ
う
。

一
方
で
、
基
本
診
療
料
な
ど
の
引

き
上
げ
の
か
ら
く
り
は
、
そ
の
財
源

を
ス
タ
デ
ィ
モ
デ
ル
の
包
括
な
ど
医

学
的
根
拠
の
な
い
包
括
化
や
、
歯
科

疾
患
管
理
料
や
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
な
ど

の
特
掲
診
療
料
の
点
数
引
き
下
げ
な

ど
に
よ
り
捻
出
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
改
定
で
は
、

歯
科
医
療
崩
壊
に
終
止
符
を
打
つ
こ

と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
事
実
、

〇
・
四
二
％
の
プ
ラ
ス
改
定
で
あ
っ

た
二
〇
〇
八
年
改
定
で
も
、
中
医
協

医
療
経
済
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
損

益
差
額
の
平
均
値
は
、
前
回
調
査
を

下
回
る
結
果
が
出
て
い
る
。
経
費
削

減
に
も
限
界
が
あ
り
、
近
年
、
利
益

率
が
高
い
診
療
へ
と
シ
フ
ト
す
る
傾

向
が
現
れ
始
め
た
。

厚
労
省
の
二
〇
〇
八
年
度
薬
事
工

業
生
産
動
態
統
計
の
年
報
に
よ
る

と
、歯
科
用
材
料
費
全
体
で
四
・
五
％

の
伸
び
の
中
、
歯
科
用
充
填
材
料
は

前
年
比
で
一
六
％
も
伸
び
て
い
る
。

こ
れ
は
、
臼
歯
部
の
隣
接
面
を
含
む

治
療
に
対
し
て
、
本
来
な
ら
金
属
を

用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
強
度
的
に

劣
る
レ
ジ
ン
で
安
易
に
治
療
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
よ
り
、
さ

ら
に
歯
科
用
金
属
が
高
騰
し
て
い
る

現
在
、
逆
ザ
ヤ
を
避
け
る
た
め
に
臼

歯
部
の
無
理
な
レ
ジ
ン
充
填
を
し
て

い
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
、
歯
科
医

療
の
質
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

昨
年
度
、
保
団
連
・
保
険
医
協
会

が
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
運
動
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
全

国
の
患
者
・
国
民
か
ら
二
十
二
万
筆

超
も
の
請
願
署
名
が
集
ま
っ
た
。
多

く
の
国
民
は
、
保
険
の
適
用
範
囲
の

拡
大
と
自
己
負
担
の
軽
減
を
望
ん
で

い
る
。
一
方
で
、
政
府
の
低
歯
科
診

療
報
酬
政
策
に
よ
り
、
良
質
な
医
療

は
保
険
で
は
十
分
に
で
き
な
い
現
状

に
あ
る
。

保
険
で
良
質
な
医
療
を
保
障
し
、

歯
科
医
療
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に

は
、
保
団
連
が
主
張
す
る
よ
う
に
一

〇
％
以
上
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、

患
者
・
国
民
と
の
協
働
の
も
と
「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
」

が
不
可
欠
で
あ
る
。

石
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、
今
年

度
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
自
治
体
請
願
運
動
に

取
り
組
み
始
め
た
。
会
員
諸
氏
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
は
国
民
の
悲
願 

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
は
国
民
の
悲
願 

直
ち
に
低
歯
科
診
療
報
酬
政
策
の 

改
善
求
め
、自
治
体
請
願
に
全
力 

▲
3
二
角
△
2
二
玉
▲
2
一

角
成
△
同
玉
▲
2
二
歩
△
1
一

玉
▲
3
一
竜
ま
で
7
手
詰
。 

〈
解
説
〉
▲
3
二
角
で
△
2
二

玉
と
次
の
▲
2
一
角
成
が
決
め

手
で
す
。
以
下
▲
2
二
歩
か
ら

▲
3
一
竜
で
ピ
ッ
タ
リ
。
な
お
、

3
手
目
▲
4
一
角
成
は
△
1
一

玉
で
届
き
ま
せ
ん
。 

将
棋
解
答

（
問
題
は
6
面
に
あ
り
ま
す
） 

囲 

解 
答 

碁 4
イ
 ロ

 5

1
3
2

（
問
題
は
6 
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
が
好
手
。
白
2
に
黒
3
、
5
で

白
死
で
す
。
黒
1
で
2
は
白
4
で
コ
ウ

に
な
り
失
敗
。
ま
た
黒
1
で
イ
は
白
ロ

で
無
条
件
で
は
殺
せ
ま
せ
ん
。
 

8 6 4 5 1 3 2 7 9
1 7 3 4 9 2 6 8 5
2 5 9 7 8 6 1 4 3
9 2 5 6 7 8 3 1 4
3 4 1 2 5 9 7 6 8
6 8 7 3 4 1 9 5 2
7 1 2 8 3 4 5 9 6
4 9 6 1 2 5 8 3 7
5 3 8 9 6 7 4 2 1

「
数
独
」
の
解
答

７
＋
９
で
、答
え
は「
16
」

（
問
題
6
面
）

第1分科会 

「在宅医療・介護」 
第2分科会 

「医科診療の研究と工夫」 
第3分科会 

「歯科診療の研究と工夫」 
第4分科会 

「医科歯科連携した研究と 
  日常診療の工夫」 
第5分科会 

「公害・環境・職業病」 
第6分科会 

「医学史・医療運動史・医療と 
  裁判」 

保団連 
医療研究集会 
10月9日（土）～10日（日） 
ただいま、10日の 
分科会演題募集中!! 
 詳しくは、『全国保険医新聞』をご覧ください。  

分科会テーマ 

2010 年４月 22 日

金沢市長
　　山出　　保 様
金沢 21 世紀美術館館長
　　秋元　雄史 様

石川県保険医協会

会長　西田　直巳

「人体の不思議展」への金沢21世紀美術館の貸館中止と
「献体証明書」の確認を求める要請書

　

　春暖の候、貴職にはますますご健勝にてご活躍のことと存じます。

　私たち石川県保険医協会は「開業保険医を中心とする保険医の権益擁

護と医療保障制度の改善をはかること」を目的とし、活動している医科・

歯科保険医の自主的な団体です（会員数 1,035 人）。

　さて、「人体の不思議展」とは実物の人間の死体を標本として一般に

有料公開し、世界各地を巡回している営利目的の展示です。このような

死体展示の商業化は単に個々人の尊厳を冒涜するにとどまらず、人体

（死体）の利用について社会的倫理性にも大きな影響を及ぼす問題です。

死者の臓器は治療と学問目的以外には絶対に使用してはならないという

医療倫理、生命倫理に反しており、人権侵害は明らかであります。

　フランスでは人権団体の告発により 2009 年 4 月に一審、二審と相次

いで「人体の不思議展」開催の中止判決が出されています。2010 年 3 月

に開かれた日本解剖学会の倫理委員会（委員長は京都大学名誉教授の井

出千束氏）では、「人体の不思議展」に関する報告と議論が行われ、人

体の展示に関するガイドラインを作成することになりました。このガイ

ドラインには「商業展示」の規制と「行政が要請した場合には献体証明

書の確認」が盛り込まれる可能性があります。

　このような社会的な批判を受けている「商業展示」が今年 8月 13 日

から１ヶ月間、金沢 21 世紀美術館市民ギャラリーで開催されることに

つき、貸館使用を承認した貴職に対し、次のような疑問点がありますの

で貴職に要請致します。

　ご検討いただき、当会までご回答くださるようお願い致します。

記

一、「人体の不思議展」への使用承認が 21 世紀美術館条例第１条

（設置目的）に照らして本当に問題がないのか、貸館中止につ

いて再検討いただくこと。

一、 金沢市がこのような「商業展示」に名義後援しないこと。

一、日本解剖学会のガイドラインが作成された場合には、行政とし

て主催団体に献体証明書の確認を求めること。

以上

　

（事務局） 〒920－0902 金沢市尾張町２丁目８番23号　太陽生命金沢ビル８階

 石川県保険医協会

 電話076－222－5373　FAX 076－231－5156　

来る８月 13 日から１カ月間、金沢 21 世紀美術館市民ギャラリーに

おいて「人体の不思議展」の開催が予定されています。同展は人権

上・倫理上、多くの問題があるため、石川県保険医協会では４月 22

日、金沢市には名義後援をしないこと、21 世紀美術館には貸館中止

を要請しました。要請書を以下に紹介します。

…………………………………………………………………………………

人権・倫理上、多くの問題ある 

「人体の不思議展」 
金沢21世紀美術館に 
貸館中止を申し入れ 
金沢21世紀美術館に 
貸館中止を申し入れ 
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今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 
今さら聞けない介護保険 今さら聞けない介護保険 シリーズ１２回

テーマ 

2 0 1 0年診療報酬改定と介護保険  

事務局　橋爪真奈美 

番外編 

働き盛りの先生にお勧めします！ 

38歳の 男性 の場合：月払概算掛金5,960円で4000万円の保障 
38歳の 女性 の場合：月払概算掛金4,600円で4000万円の保障 

保
障
例 

■普及期間 2010年5月17日（月）～6月18日（金） 
■グループ保険の主な特長 

○割安な掛金で大きな保障　○保険金の受取方法が選択可能（一時金または年金）　○１年更新で、毎年保険金の見直しが可能 
○剰余金があれば配当金として還元　○告知書扱いで手続きは簡単 

■死亡・高度障害保険金額  会員は4000万円、配偶者は1000万円、子どもは400万円まで加入できます 

■加入資格  保険医協会会員で、申込日現在、健康で正常に就業している65歳6ヵ月までの方（配偶者・子どもも併せて加入できます） 

■更 新 日  2010年8月1日／掛金の引き落としは7月26日（月）から開始 
 

○キャンペーン期間中は、太陽生命・富国生命・明治安田生命の担当者が会員のみなさまを訪問させていただきます。ご面談くださいますようお願い申し上げます。 

○申込み・お問合せは…石川県保険医協会まで 
　電話 ： 076-222-5373／ＦＡＸ ： 076-231-5156　※詳細につきましてはパンフレットをご確認ください。 

グループ保険 グループ保険 グループ保険 5/17（月）から 普及開始 
会員同士が支えあう割安な掛金の生命保険です（配偶者、子どもも併せて加入できます） 会員同士が支えあう割安な掛金の生命保険です（配偶者、子どもも併せて加入できます） 

太陽－勧補－団－21－169

石川県保険医協会接遇セミナー（医科・歯科合同） 
院内研修として会員スタッフの皆さまにお勧めのセミナーです！ 

接遇でできる医療安全管理 接遇でできる医療安全管理 
石割 郁子氏（E&Eプロモーション代表） 
2010年6月20日（日） 午前10時～正午 

ところ ホテル金沢  4階エメラルド（JR金沢駅東口） 
対  象 会員およびスタッフ（参加費 ： お一人500円） 
申し込み 6月10日までにお申し込み下さい。（定員になり次第締切ります） 

参加の皆さまには医療安全管理研修の修了証を発行いたします。 

講 師 

と  き 

いし　わり　　いく　  こ 

保険医年金 保険医年金 

加入チャン
スは 

年2回です
!加入チャン

スは 

年2回です
!

前半期受付期間 

加 入 日 

予 定 利 率 

まもなく締め切ります!

4月1日～5月25日 
2010年9月1日 
 1．256％（2009年9月1日現在） 

保険医年金の新規加入・増口をお考えの先生は、
協会事務局までお問い合わせください。
パンフレット等を送付させていただき
ます。 

2010 年の診療報酬改定は、10 年ぶりのプラス改定でしたが、全体の引き上

げ率は実質 0.03％（100 億円）程度と極めて微々たるものに留まりました。

今次改定の答申書（2010 年 2 月 12 日）には、16 項目の付帯意見がまとめら

れていますが、その中に「診療報酬と介護報酬の同時改定に向け、必要な医

療・介護サービスが切れ目無く円滑に提供されるよう、検討を行うこと」と、

介護保険との関係を示唆する内容が盛り込まれています。

こうした中、退院後介護保険サービスを円滑に利用してもらうことを目的と

した『介護支援連携指導料』※１が新設されました。これは、2009 年 4 月の介

護報酬改定の際に新設された、居宅介護支援事業所側が算定できる『退院・退

所加算Ⅰ・Ⅱ』※２に呼応したものです。

また、後期高齢者総合評価加算は『総合評価加算』に名称変更され、対象が

介護保険サービス利用可能年齢（65 歳以上、40 歳以上 65 歳未満の特定疾患の

患者）に拡大されるとともに、退院後に必要となりうる介護サービス等を評価

することが算定要件に加えられています。

一方、リハビリテーションにおいては、脳血管疾患等リハビリテーション料

が、「廃用症候群の場合」と「廃用症候群以外の場合」の二区分となり、廃用

症候群の場合の点数が低く評価されることになりました。また、運動器リハビ

リテーション料においては、運動器不安定症に対するリハビリテーションも低

く評価され、「維持期」リハビリテーションだけでなく、「慢性期」のリハビリ

についても、事実上「急性期」のリハビリと切り離した評価に変わり、医療保

険から切り離す方策が進められています。

急性期病院から亜急性期・回復期病床、在宅、施設へと転院・退院させる動

きが加速される中、今後ますます医療と介護の連携が密接になってきます。患

者・利用者を支援する者として、一人ひとりのニーズに適切に対応するという

ことを常に念頭に置き、2012 年に診療報酬・介護報酬の同時改定が行われる

ことを意識しながら日々の業務に当たっていただければと思います。

　 　
※１　300 点・入院中 2回算定可、入院中の医療機関の医師等とケアマネジャーが共同して

患者に対し、退院後に利用可能な介護サービス等について指導を行った場合

※２　病院、診療所、介護保険施設等への入院・入所期間が 30 日以下《Ⅰ・400 点・月 1回》

又は 30 日超《Ⅱ・600 点・月 1回》であった者が、退院・退所後居宅サービスを利用す

る際、病院等の職員と面談し情報提供を受けた場合
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か
で
す
。

一
方
、
政
府
は
肥
満
者
は
医
療
費
を
浪
費
し
て

お
り
、
メ
タ
ボ
対
策
は
医
療
費
削
減
対
策
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
健
康

対
策
の
重
点
に
す
り
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
メ
タ
ボ
対
策
は
製
薬
企
業
や
健
康
産

業
の
収
益
に
な
り
、
メ
タ
ボ
研
究
者
に
多
額
の
寄

付
金
が
流
れ
、
大
学
や
学
会
で
寄
付
金
を
受
け
た

研
究
者
の
発
言
力
が
増
し
、
自
公
政
権
下
で
産
学

官
一
体
で
マ
ス
コ
ミ
を
動
員
し
て
メ
タ
ボ
対
策
が

推
進
さ
れ
ま
し
た
。

2
．
軽
度
肥
満
が
最
も
健
康
、

や
せ
が
最
も
不
健
康

Ｊ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
研
究
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る
大
規

模
追
跡
研
究
（
四
十
〜
五
十
九
歳
の
約
四
万
人
）

で
、
十
年
後
の
死
亡
率
は
男
性
で
は
肥
満
（
Ｂ
Ｍ

Ｉ 

二
十
三
〜
二
十
六
・
九
）
の
死
亡
率
が
最
も
低

く
、
や
せ
の
死
亡
率
が
最
も
高
い
結
果
で
し
た
。

女
性
で
は
高
度
や
せ
と
高
度
肥
満
で
死
亡
率
が
高

く
、
他
は
大
差
あ
り
ま
せ
ん
。
や
せ
の
一
部
に
、

未
発
見
の
が
ん
や
慢
性
肝
疾
患
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
三
年
以
内
の
死
亡

を
除
い
て
そ
れ
ら
を
補
正
し
て
も
同
様
の
結
果
で

し
た
。

同
じ
研
究
で
、
四
十
歳
以
後
に
体
重
が
変
動
し

な
い
集
団
が
最
も
健
康
で
、
五
kg
以
上
減
少
し
た

集
団
は
死
亡
率
が
男
性
一
・
四
倍
、
女
性
一
・
七
倍

高
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

3
．
メ
タ
ボ
が
不
健
康

に
見
え
る

二
つ
の
ト
リ
ッ
ク

メ
タ
ボ
対
策
を
主
張
す
る

研
究
者
は
、
正
常
者
に
比
べ

て
メ
タ
ボ
は
心
血
管
疾
患
お

よ
び
そ
の
危
険
因
子
が
増
え

る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
二
つ
の
ト
リ
ッ
ク

が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
メ
タ
ボ
は
定
義

上
、
高
血
圧
や
高
血
糖
な
ど

従
来
か
ら
の
危
険
要
因
を
含

ん
で
お
り
、
正
常
者
に
比
べ

れ
ば
リ
ス
ク
が
高
い
の
は
当

然
で
す
。
危
険
因
子
を
同
じ

に
し
て
肥
満
の
有
無
に
よ
る

罹
患
率
を
比
較
し
た
研
究
で

は
、
や
せ
の
ほ
う
が
む
し
ろ

危
険
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
心
血
管
疾
患
お
よ
び
そ
の
危
険

因
子
の
み
を
標
的
に
し
て
お
り
、
他
の
疾
患
や
全

死
亡
に
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。
脂
質
は
細
胞
膜
や

神
経
、
免
疫
や
内
分
泌
、
情
報
伝
達
物
質
な
ど
の

必
須
成
分
で
あ
り
、
や
せ
や
低
脂
質
が
感
染
症
、

が
ん
、
神
経
疾
患
、
自
殺
、
事
故
を
増
や
し
、
高

脂
質
が
防
御
的
に
働
く
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
健
康
影
響
は
総
合
的
に
評
価
す
べ
き
で
す
。

4
．
メ
タ
ボ
は
ス
ト
レ
ス
反
応

長
時
間
労
働
が
多
い
あ
る
事
業
所
で
は
、
時
間

外
労
働
が
平
均
八
十
時
間
を
超
え
る
職
員
の
七
割

が
メ
タ
ボ
で
し
た
。
長
時
間
労
働
、
職
業
ス
ト
レ

ス
、
睡
眠
不
足
が
メ
タ
ボ
を
増
や
す
こ
と
は
確
認

さ
れ
て
お
り
、
喫
煙
や
飲
酒
と
同
じ
く
、
メ
タ
ボ

も
労
働
関
連
疾
患
・
ス
ト
レ
ス
疾
患
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
対
策
を
行
う
際
は
、
前
回
取
り
上
げ
た

Ｗ
Ｈ
Ｏ
勧
告
の
よ
う
に
、
生
活
習
慣
の
上
流
に
あ

る
社
会
構
造
と
個
人
が
置
か
れ
た
位
置
（
社
会
格

差
）
へ
の
対
策
、
個
人
の
脆
弱
性
を
考
慮
し
た
過

労
や
ス
ト
レ
ス
対
策
を
行
う
べ
き
で
、
個
人
だ
け

へ
の
指
導
は
効
率
が
悪
く
、
む
し
ろ
ス
ト
レ
ス

（
い
じ
め
）
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
さ
え
あ
り
ま
す
。

の 服 部 真 理事 
（金沢市・産業医療科） 第5回 

な
ぜ
メ
タ
ボ
対
策
を 

重
点
施
策
に
し
て
は
い
け
な
い
か 

な
ぜ
メ
タ
ボ
対
策
を 

重
点
施
策
に
し
て
は
い
け
な
い
か 

前
回
は
、
健
康
は
社
会
構
造

－

個
人
の
社
会
的
位
置

－

中
間
要
因
（
暴
露
と
脆
弱
性
）

－

健

康
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
構
造
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
世
界
的
な
認
識
で
あ
る
こ

と
、
日
本
で
も
旧
厚
生
省
が
主
導
し
た
貧
困
と
疾
病
の
悪
循
環
を
完
全
雇
用
と
社
会
保
障
で
断

ち
切
る
と
い
う
政
策
が
成
功
し
、
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
現
在
も
、
い
や
、
現
在
こ
そ
、
同
様
の
政
策
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
政
府
が
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
（
以
下
、
メ
タ
ボ
と
略
す
）
対
策
を
重
点
施
策
に
す
る
誤
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

1
．
先
進
国
で
肥
満
と
虚
血
性
心
疾
患
が

最
も
少
な
い
日
本

メ
タ
ボ
に
よ
る
代
表
的
な
病
気
は
虚
血
性
心
疾

患
で
す
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
、
日
本
は
肥
満

と
虚
血
性
心
疾
患
が
両
方
と
も
男
女
で
最
も
少
な

い
国
で
す
。
し
か
も
、
虚
血
性
心
疾
患
の
年
齢
調

整
死
亡
率
は
男
女
と
も
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
メ

タ
ボ
対
策
を
優
先
す
べ
き
理
由
が
な
い
の
は
明
ら

調査・研究に潜むバイアスを見抜く コラム 

バイアスは、単なるばらつきではなく偏りで、調査数を増やしても、無くせ

ません。調査・研究は、結果をゆがめるバイアスとの闘いであり、バイアス

を可能な限り減らしながら、最終的にバイアスを考慮して結果を評価する

必要があります。 

バイアスは、調査対象や対照群を決める際の「選択バイアス」と、デー

タを集める際の「情報（観察）バイアス」に分けられます。 

選択バイアスには、未回答・脱落バイアス（問題が多い集団が未受診・

無回答などで対象から外れやすい等）、集団特性バイアス（有職者は無

職者よりもともと健康度が高いという健康労働者効果等）などがあります。 

情報バイアスには、診断・測定者バイアス（測定者や測定機器によっ

て値や診断が偏る、曝露群の方を異常と判定しやすい等）、想起バイア

ス（疾病群の方が危険要因を思い出しやすい等）などがあります。 

これらのバイアスのうち、原因と結果を仲立ちする第三の要因によるバ

イアス（飲酒習慣と肺がんに見られる関連は主に飲酒者に喫煙者が多

いための見かけ上の関連等）を交絡バイアスと呼びます。 
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図1　OECD加盟国の肥満比率と虚血性心疾患死亡率 
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デンマーク 

フィンランド 

ギリシャ 

カナダ 

ドイツ 

アイスランド 

ルクセンブルク 

オーストラリア 

メキシコ 

英国 

ニュージーランド 
米国 

アイルランド 

ポーランド 

スウェーデン 

オーストリア 

ノルウェー 

スイス 

韓国 
日本 

フランス 

オランダ 

イタリア 

ポルトガル 
スペイン 

デンマーク 

女 
スロバキア 

ハンガリー 

チェコ 

フィンランド 

ギリシャ 

カナダ ドイツ 
アイスランド 

ルクセンブルク 

オーストラリア 

メキシコ 英国 

ニュージーランド 米国 

アイルランド 
ポーランド スウェーデン 

オーストリア 

ノルウェー 

スイス 

韓国 

日本 
フランス 

オランダ 
イタリア 

ポルトガル 

スペイン 

デンマーク 

スロバキア 

ハンガリー 

チェコ 

フィンランド 

ギリシャ 

カナダ ドイツ 
アイスランド 

ルクセンブルク 

オーストラリア 

メキシコ 英国 

ニュージーランド 米国 

アイルランド 
ポーランド スウェーデン 

オーストリア 

ノルウェー 

スイス 

韓国 

日本 
フランス 

オランダ 
イタリア 

ポルトガル 

スペイン 

デンマーク 

（注）心臓病は虚血性心疾患死亡率（人口10万人当たり標準化死亡率、2006年までの最新
データ）、肥満は成人肥満比率（BMI（kg/㎡）30以上の人口比率、2007年までの最新
データ）で示した。 

（資料）OECD,Health at a Glance 2009 
出所：社会実情データ図録（3月4日、http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/2230.html）  

図2　BMI値と死亡率との関係 

出所　JPHC研究の成果（3月4日、http://epi.ncc.go.jp/jp/jphc/outcome_entry/hi man/）  

■ ： 統計学的に明らかに高い値 
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

５３

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

お
茶
と
訪
問
診
察 ３1

初
め
て
訪
問
診
察
に
お
伺
い

し
た
と
き
は
、
診
察
の
終
わ
っ

た
後
に
家
族
か
ら
お
茶
を
出
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
今

日
は
あ
り
が
た
く
頂
戴
し
ま
す

が
、
お
茶
は
い
た
だ
か
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
お
気
遣
い
な
く
」
と
話
し

ま
す
。
こ
の
原
則
を
守
ら
な

か
っ
た
お
宅
が
あ
り
、
今
回
は

そ
の
お
話
で
す
。

高
井
い
ま
え
さ
ん
（
仮
名
）

は
、
訪
問
開
始
時
八
十
六
歳
の

女
性
の
方
で
す
。
変
形
性
膝
関

節
症
に
よ
る
疼
痛
が
ひ
ど
く
移

動
困
難
で
、
肥
大
型
心
筋
症
な

ど
の
医
学
管
理
の
た
め
に
訪
問

し
て
い
ま
し
た
。
高
井
さ
ん
の

お
宅
に
訪
問
す
る
と
き
は
い
つ

も
、
そ
の
日
の
一
番
最
後
に
お

伺
い
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
診
察
の
後
に
、
ゆ
っ
く
り

お
話
を
聞
く
た
め
で
す
。
診
察

が
終
わ
る
と
、
高
井
さ
ん
は
い

ざ
っ
て
移
動
し
、
ポ
ッ
ト
か
ら

急
須
に
お
湯
を
注
ぎ
、
ぽ
こ
ぽ

こ
と
湯
飲
み
茶
碗
に
お
茶
を
入

れ
ま
す
。
そ
の
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
話
を
聞
き
ま
す
。

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
１
】

高
井
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
、

お
金
に
困
っ
た
近
所
の
人
が
、

い
ろ
ん
な
も
の
を
持
ち
込
ん
で

お
金
を
用
立
て
て
も
ら
っ
て
い

た
そ
う
で
す
（
戦
後
の
こ
と
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
）。
高
井
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
は
「
死
ん
だ

猫
」
以
外
の
物
な

ら
、
何
で
も
お
金

に
し
て
く
れ
る

と
、
い
ろ
ん
な
物

が
持
ち
込
ま
れ
、

頼
り
に
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で

す
。

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
２
】

高
井
さ
ん
の
夫

は
百
歳
で
亡
く
な

ら
れ
た
の
で
す

が
、
実
際
は
百
一
歳
だ
と
高
井

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
高
井
さ
ん
の
夫
の
名
前
が

江
戸
時
代
の
天
皇
の
名
前
と
同

じ
で
、
役
場
が
出
生
届
を
な
か

な
か
受
理
せ
ず
、
受
理
し
た
と

き
は
一
歳
だ
っ
た
た
め
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
（
明
治
時
代
の

話
）。

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
３
】

高
井
さ
ん
の
夫
は
、
金
箔
打

ち
の
名
人
で
し
た
。
昭
和
に
、

東
大
寺
大
仏
殿
の
大
修
理
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
屋
根
の
左
右

に
は
、
鴟
尾
（
し
び
）
が
乗
っ

て
い
ま
す
。
唐
招
提
寺
の
鴟
尾

は
瓦
で
す
が
、
東
大
寺
の
も
の

は
金
箔
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
金
箔
を
誰
に
打
た
せ
る

か
、
日
本
一
の
名
人
を
探
せ
と

い
う
こ
と
で
、
高
井
さ
ん
の
夫

に
白
羽
の
矢
が
当
た
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
金
箔
を
打
つ
と
き

は
、
自
宅
の
庭
に
あ
る
井
戸
の

水
を
か
ぶ
っ
て
身
を
清
め
、
真

新
し
い
さ
ら
し
の
ふ
ん
ど
し
を

締
め
た
そ
う
で
す
。
最
近
の
金

箔
は
十
年
も
す
る
と
少
し
黒
ず

ん
で
く
る
が
、
高
井
さ
ん
の
夫

の
打
っ
た
金
箔
は
、
百
年
以
上

は
大
丈
夫
と
の
こ
と
で
し
た
。

毎
回
毎
回
、
こ
う
い
っ
た
と

て
も
興
味
深
く
お
も
し
ろ
い
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
つ
い

ゆ
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

在
宅
医
療
は
、
当
然
、
そ
の
人

の
そ
の
時
点
で
の
生
活
を
医
療

面
の
み
な
ら
ず
丸
ご
と
み
る
わ

け
で
す
が
、
そ
の
生
活
は
そ
の

方
の
長
い
人
生
史
の
到
達
点
で

あ
り
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
も
在

宅
ケ
ア
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
臨
床
入
門
（
南
山

堂
）
と
い
う
本
に
は
、
十
六

ペ
ー
ジ
に
「
湯
茶
な
ど
へ
の
対

応
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
項

目
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
考
え

方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

保険医協会と能登北部医師会との 
共催企画 

※ＦＡＸまたは電話にて石川県保険医協会まで、お申し込みください。 

 電話 ：０７６（２２２）５３７３ ／FAX：０７６（２３１）５１５６ 

テーマ　新しい創傷・褥創治療の実際 
講　師　高岡駅南クリニック院長 塚田 邦夫先生 
日　時　2010年6月5日（土）午後6時～8時 

場　所　穴水総合病院 会議室（透析センター2階） 

定　員　80人 
 （定員に達し次第、締め切らせていただきます） 

参加費　無料 

対　象　医師およびコ・メディカル 

保険医協会と能登北部医師会との 
共催企画 

主催 石川県保険医協会・能登北部医師会　 
 

申込・ 
問合せ先 

日本在宅褥瘡創傷ケア推進協会 事務局まで 
〒169-0072 東京都新宿区大久保2 丁目4番地12号 新宿ラムダックスビル10階　株式会社 春恒社 学会事務部内 
TEL:03-5291-6231　FAX:03-5291-2176　協会ホームページ URL:http://www.zaitaku-jokusou.info

日本在宅褥瘡創傷ケア推進協会 
2010年度 中部・北陸地区総会 のお知らせ 

理　事　長　大浦　武彦（褥瘡・創傷治癒研究所　所長） 
会　　長　茂木　定之（安田女子大学　薬学部　教授） 
地区担当　塚田　邦夫（高岡駅南クリニック　院長） 

総 会 
テーマ 

在宅の床ずれケア・フットケア 
―在宅の資源を生かして、ひとりひとりが主役に― 

中部・北陸地区総会 プログラム（予定） 
10：00～ ¡理事長講演 
 　褥瘡・創傷治癒研究所　大浦　武彦 
11：10～ ¡実践ランチョンセミナー 
 　「利用者と家族に優しい移動・移乗・ポジショニング」 
 　生き活きサポートセンターうぇるぱ高知　下元　佳子 
13：10～ ¡教育講演 
 　「床ずれケアナビを活用して 
 　  あたたかい在宅床ずれケアを実践しよう」 
 　三九朗病院形成外科　堀田　由浩 
14：25～ ¡パネルディスカッション 
 　在宅医師 
 　訪問看護師・ケアマネジャー・地域包括支援センター 
 　管理栄養士 
 　利用者・ご家族 

【日　時】 2010年6月27日（日） 
 午前10時～午後5時 
【定　員】 500名 
【参加費】 非会員3,000円／会員　無料 
  （入会金なし、年会費4,000円） 

【会　場】 富山大学黒田講堂 
 （〒９３０-８５５５ 富山市五福３１９０番地） 

ア
ル
医
師
の
想
い 

ア
ル
医
師
の
想
い 

アルコール 
依存症物語 

飲
酒
運
転
、 

　
　
救
急
医
療
、自
殺 

奥田　宏 
（金沢市・心療内科） 

10

近
年
、
飲
酒
運
転
に
関
し

て
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
分
か
り
な
が

ら
、
や
っ
て
し
ま
う
人
た
ち

も
い
ま
す
。
運
転
が
生
業
の

依
存
症
の
人
た
ち
で
す
。
頻

回
飲
酒
運
転
者
の
四
割
程
度

が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
だ
と

推
測
さ
れ
て
お
り
、
長
距
離

運
転
手
で
途
中
眠
れ
な
い
た

め
に
寝
酒
を
し
て
、
朝
に
な

り
酒
が
切
れ
て
い
な
く
て
も

運
転
し
て
事
故
を
起
こ
す

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
す
。
そ

う
い
う
人
た
ち
は
、
い
く
ら

罰
則
を
強
化
し
て
も
、
効
果

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
病

気
を
治
療
し
な
い
と
、
よ
く

は
な
ら
な
い
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
の
職
場
の
ア

ル
コ
ー
ル
対
策
（
依
存
症
の

早
期
治
療
）
は
、
航
空
会
社

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
「
ち
ょ
っ

と
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
て
い

る
方
が
う
ま
く
操
縦
で
き

る
」
と
、
口
を
滑
ら
せ
た
の

か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
行
っ

た
と
き
に
「
ア
ル
コ
ー
ル
対

策
を
し
て
い
る
会
社
は
、
完

全
に
安
全
で
す
か
？
」
と
、

質
問
を
し
ま
し
た
。「
ア
ル

コ
ー
ル
対
策
を
と
っ
て
い
る

会
社
の
方
が
、
と
っ
て
い
な

い
会
社
よ
り
は
安
全
だ
」
と

い
う
の
が
答
え
で
し
た
！

忙
し
い
救
急
医
療
の
現
場

で
も
、
飲
酒
が
原
因
の
ケ
ー

ス
が
、
か
な
り
あ
る
と
聞
き

ま
す
。
何
回
も
繰
り
返
す

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
乱
用
・
依
存
の

ケ
ー
ス
と
思
わ
れ
ま
す
。
日

本
の
先
進
的
な
地
域
で
は
、

こ
の
よ
う
な
場
合
、
専
門
治

療
を
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に

介
入
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
繰

り
返
し
を
防
ぎ
、
救
急
の
ス

タ
ッ
フ
の
士
気
を
維
持
す
る

た
め
に
も
、
効
果
的
な
働
き

掛
け
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
医
師
、
看
護
師
、

ワ
ー
カ
ー
、
受
付
な
ど
の
連

携
プ
レ
ー
が
大
切
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

自
殺
対
策
で
も
、
世
界
的

に
は
気
分
障
害
（
う
つ
状

態
）
に
続
き
、
二
番
目
に
多

い
の
が
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物

依
存
症
で
す
。「
飲
ま
し
て

お
け
」
と
い
う
人
が
い
ま
す

が
、
大
物
歌
手
、
元
大
臣
と

い
っ
た
人
々
が
死
の
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ

う
言
う
だ
け
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？

自
殺
対
策
の
文
言
に
、
私

た
ち
の
仲
間
の
業
界
人
が
声

を
上
げ
、
依
存
症
も
自
殺
予

防
の
対
象
に
や
っ
と
入
れ
て

も
ら
え
ま
し
た
。
厚
生
労
働

省
も
、
重
い
腰
を
少
し
だ
け

上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
は
、

早
く
亡
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
・
メ
タ
ボ

の
人
も
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
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原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

囲 碁

（解答は2面にあります） （解答は2面にあります） 

持
駒
　
角
歩 

黒先　7分で一、二級以上 
〈ヒント〉 一手目が無条件で仕留める 
  好手です。 

〈ヒント〉角をどうさばくかです。 
 10分で二級 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

初級編 初級編 

玉 
香 

桂 竜 

歩 
歩 歩 

歩 

会員リレーエッセー         ◆◆ 129◆◆

本
年
三
月
四
日
、「
ど
う
支
え
る
高
齢
者
の
食
」
と
題
す
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
に
お
い
て
、
金
沢
・
在
宅
Ｎ

Ｓ
Ｔ
研
究
会
「
経
口
摂
取
相
談
会
」
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
た
。
半
年
前
か
ら
東
京
本
社
の
撮
影
隊
が
何
度
も
来
沢
し
、

症
例
検
討
の
様
子
を
中
心
に
十
時
間
以
上
収
録
し
て
い
た
が
、

本
放
送
で
は
八
十
歳
男
性
と
研
究
会
ス
タ
ッ
フ
の
か
か
わ
り

が
約
五
分
間
放
映
さ
れ
た
。
本
来
な
ら
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

河
崎
寛
孝
（
金
沢
脳
神
経
外
科
病
院
）・
綿
谷
修
一
（
歯
科
会

員
）
両
先
生
の
お
名
前
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
の

継
続
的
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
患
者
さ
ん
の

主
治
医
で
あ
る
私
が
思
い
つ
き
で
多
職
種
を
集
め
た
か
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ひ
と
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
確
実
に
伝
わ
っ
た
と
思
う
。

放
送
で
は
、
患
者
さ
ん
が
一
年
に
わ
た
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
結
果
、
ご
家
族
と
研
究
会
ス
タ
ッ
フ
の
見
守
る

中
、
満
面
の
笑
み
で
経
口
摂
取
す
る
様
子
が
印
象
的
で
、
口

か
ら
食
べ
る
素
晴
ら
し
さ
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
上
に

在
宅
医
療
が
「
看
取
り
」
の
場
で
は
な
く
、
在
宅
で
も
元
気

に
な
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
社
会
復
帰
」
で
あ
る
こ
と
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
廃
用
の
た
め
拘
縮
し
た
全
身
を

ほ
ぐ
し
て
座
位
保
持
訓
練
を
行
い
、
首
か
ら
上
の
自
由
度
を

確
保
し
、
嚥
下
力
を
高
め
る
。
そ
の
た
め
に
地
域
の
多
職
種

が
集
ま
っ
て
く
る
。
影
で
支
え
る
胃
瘻
栄
養
が
あ
り
、
そ
れ

を
緻
密
に
管
理
す
る
栄
養
士
が
い
る
。

「
在
宅
医
療
と
は
社
会
復
帰
で
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
社
会
に
伝
わ
る
と
、
地
域
医
療
全
体
が
元
気
に
な
る
。

一
般
社
会
の
在
宅
医
療
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
ア
ッ
プ
す
る
と
、

病
院
が
患
者
を
退
院
さ
せ
や
す
く
な
る
。
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
や

訪
問
栄
養
食
事
指
導
な
ど
の
社
会
資
源
拡
充
の
チ
ャ
ン
ス
と

な
る
。
在
宅
で
元
気
に
な
る
と
い
う
共
通
の
目
標
が
あ
れ

ば
、
地
域
連
携
は
一
気
に
進
む
。
そ
う
い
っ
た
「
共
通
の
目

標
」
が
、
さ
り
げ
な
く
伝
わ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

　
　
　
　
　
　
　

 ―

出
演
顛
末
記―

小
川　

滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

河野　晃（金沢市・小児科） 
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ストックホルムに寄港して 

二
〇
〇
九
年
六
月
三
日
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
に
寄
港
し
ま
し
た
。
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
に
入
港
す
る
際
に
、

多
く
の
島
々
（
多
島
海
）
の
間

を
長
時
間
か
け
て
航
行
し
て
、

港
へ
向
い
ま
す
。
そ
の
島
々

に
、
数
多
く
の
別
荘
が
あ
り
、

ヨ
ッ
ト
や
小
型
ク
ル
ー
ザ
ー
が

繋
留
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
市
街
は
十
四
の
島
が

橋
で
結
ば
れ
、
周
囲
に
は
二
万

以
上
の
島
々
が
あ
り
「
北
欧
の

ベ
ニ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
国
土
の
お
よ
そ
半
分
が
森

林
に
覆
わ
れ
、
九
万
以
上
の
湖

が
点
在
し
て
い
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
北
欧
四

カ
国
の
中
で
最
大
の
国
で
す
。

か
つ
て
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
覇
権

を
争
い
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
属

国
に
し
た
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
の

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ま
で

進
出
し
た
歴
史
が
あ
り
、
ハ
ン

ザ
同
盟
の
時
代
に
栄
え
た
港
町

で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
に

な
っ
て
い
る
ゴ
ッ
ト
ラ
ン
ド
島

も
デ
ン
マ
ー
ク
と
領
有
を
十
二

世
紀
か
ら
争
っ
て
き
た
歴
史
が

あ
り
、
よ
う
や
く
和

解
が
成
立
し
て
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
属
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た

の
は
、
二
十
世
紀
末

の
こ
と
で
し
た
。
同

島
の
メ
ル
ヘ
ン
的
な

中
世
の
町
並
み
は
、

近
年
大
人
気
で
、
多

く
の
人
々
が
こ
の
島

を
訪
れ
ま
す
。

船
長
の
話
で
は
、

宮
崎
監
督
の
「
魔
女

の
宅
急
便
」（
一
九
八

九
年
公
開
）
の
舞
台

と
な
っ
た
「
コ
リ
コ
」
の
町

は
、
こ
の
島
の
ヴ
ィ
ス
ヴ
ィ
ー

と
い
う
町
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

の
景
観
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の

だ
そ
う
で
す
。

壮
大
で
優
美
な
市
庁
舎
は
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
晩
餐
会
の

会
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ノ
ー
ベ
ル
は
ニ
ト
ロ
グ
リ

セ
リ
ン
を
珪
藻
土
に
浸
み
込
ま

せ
る
方
法
を
考
案
し
て
、
安
全

に
使
用
で
き
る
爆
薬
、
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
を
発
明
し
ま
し
た
。
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
は
戦
争
に
も
大
規

模
に
使
わ
れ
、
よ
り
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
る
結
果
と
な
り
、

そ
れ
を
深
く
憂
い
た
ノ
ー
ベ
ル

は
、
基
金
を
設
立
し
て
人
類
の

た
め
に
最
も
貢
献
し
た
人
々
に

与
え
る
賞
を
創
設
し
た
の
で

す
。
莫
大
な
遺
産
の
利
子
を
五

等
分
し
、
物
理
学
、
化
学
、
生

理
学
医
学
、
文
学
賞
、
そ
し
て

国
家
間
の
友
好
と
軍
隊
の
廃
止

や
削
減
、
平
和
の
推
進
の
た
め

に
最
も
尽
く
し
た
人
々
に
与
え

る
平
和
賞
が
あ
り
ま
す
。

白
い
帽
子
の
若
者
集
団
を
乗

せ
た
大
騒
ぎ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
、

何
台
も
遭
遇
し
ま
し
た
。
高
校

卒
業
記
念
の
恒
例
の
行
事
だ
そ

う
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
十
八
歳
で
成
人
と
み
な
さ

れ
、
親
か
ら
経
済
的
に
も
ほ
ぼ

独
立
し
ま
す
。
進
学
し
て
も
学

費
は
無
償
で
す
し
、
給
費
制
奨

学
金
や
職
業
訓
練
の
機
会
が
保

障
さ
れ
て
い
る
の
で
、
親
の
経

済
的
負
担
は
な
い
と
の
ガ
イ
ド

の
説
明
で
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
王
室
が

あ
り
「
開
か
れ
た
王
室
」
と
し

て
有
名
で
す
。

一
九
八
〇
年
の

法
改
正
で
、
王

位
継
承
は
男
女

を
問
わ
ず
出
生

順
に
決
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の

で
、
長
女
ビ
ク

ト
リ
ア
王
女
が

次
期
女
王
と
な

り
ま
す
。
今
年

六
月
に
結
婚
式

が
行
わ
れ
る
予

定
で
、
夫
君
と

な
る
人
は
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
の

関
係
者
で
、
六
年
越
し
の
交
際

と
の
こ
と
で
す
。

王
宮
の
前
で
、
定
時
の
衛
兵

の
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

多
数
の
騎
馬
兵
が
青
い
制
服
で

さ
っ
そ
う
と
馬
に
乗
っ
て
現
れ

ま
し
た
。
掛
声
を
か
け
る
の
は

女
性
兵
士
で
、
観
光
客
に
人
気

が
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
王
宮

の
近
く
の
広
場
に
は
、
一
五
二

〇
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
侵
略

さ
れ
た
時
、
抵
抗
し
た
九
十
人

の
貴
族
や
高
官
が
斬
首
さ
れ
、

「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
血
浴
」

と
い
う
惨
劇
が
あ
っ
た
こ
と
を

伝
え
る
記
念
碑
が
あ
り
ま
し

た
。隣

国
と
の
戦
争
を
永
年
繰
り

返
し
て
き
た
と
い
う
、
重
々
し

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
上

に
、
人
々
が
Ｅ
Ｕ
の
構
築
と
い

う
道
を
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

数 独 数 独 SUDOKU

二重枠（二つあります）に
入った数字の合計はいくつ
になるでしょう。 

【ルール】 
q空いているマスに、1から
9までの数字のどれかを入
れます。 

wタテ列（9列あります）、ヨ
コ列（9列あります）、太線
で囲まれた3×3のブロッ
ク（それぞれ9マスあるブ
ロックが9つあります）のど
れにも1から9までの数字
が1つずつ入ります。 
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ストックホルム市庁舎

王宮のパレードに向かう騎馬兵


